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昨
年
の
夏
休
み
に
市
民
バ
ス
に

自
由
に
乗
れ
る

｢

ふ
る
さ
と
雲
南

キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
探
検
パ
ス
ポ
ー
ト｣

を
小
学
校
５
年
か
ら
中
学
校
３
年

の
１
６
３
人
に
発
行
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き

｢

雲
南
市
の
お
す
す

め
ポ
イ
ン
ト｣

と
い
う
レ
ポ
ー
ト

を
募
集
し
、
子
ど
も
達
の
視
点
で

雲
南
市
の
い
い
と
こ
ろ
を
発
見
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

70
を
超
え
る
応
募
の
中
か
ら
優

秀
作
品
を
７
点
選
び
、
チ
ェ
リ
ヴ
ァ

ホ
ー
ル
に
て
表
彰
し
ま
し
た
。

【
優
秀
作
品
】

(

敬
称
略)

�
田
井
小
学
校
５
年

堀
江
大
地

｢

食
の
杜｣

�
加
茂
小
学
校
６
年

周
藤
祥
吾

｢

神
原
神
社｣

�
斐
伊
小
学
校
６
年

細
木
拓
哉

｢

竜
頭
が
滝｣

�
中
野
小
学
校
６
年

奥
田
誠
司

｢

丸
子
山
公
園｣

�
大
東
中
学
校
１
年

深
ケ
迫
礼
華

｢

山
王
寺
棚
田｣

�
大
東
中
学
校
１
年

渡
部
拓
満

｢

木
次
図
書
館｣

�
掛
合
中
学
校
３
年

佐
藤

匠

｢

ま
め
な
か
セ
ン
タ
ー｣
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平
成
20
年
４
月
に
統
合
開
校
す

る
掛
合
小
学
校
の
校
章
を
公
募
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
校
章

審
査
委
員
会
を
開
催
し
、
応
募
作

品
の
中
か
ら
次
の
と
お
り
最
優
秀

作
品
と
優
秀
作
品
を
各
１
点
決
定

し
ま
し
た
。

な
お
、
最
優
秀
作
品
は
、
掛
合

小
学
校
の
校
章
と
し
て
使
用
し
ま

す
。
最
優
秀
作
品
を
作
成
さ
れ
た

堀
江
さ
ん
は
、
雲
南
市
の
市
章
も

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
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�
�
�
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�(

広
島
県
廿
日
市
市)

�
�
�
�

�
�
�
�
�(

大
阪
府
東
大
阪
市)

�
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掛
合
の

｢

Ｋ｣

と
小
学
校
の

｢

小｣

を
基
本
に
、｢

未
来
に
向
か
っ

て
飛
翔
す
る
鳥｣

｢

健
や
か
な
掛

合
っ
子

(

児
童)｣

に
イ
メ
ー
ジ

を
重
ね
デ
ザ
イ
ン
。
ま
た
、
緑
色

で｢

豊
か
な
自
然
環
境｣

を
表
し
、

未
来
に
向
か
っ
て
躍
動
す
る
姿
、

夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
生
き
生
き

と
は
ば
た
く
子
ど
も

(

児
童)

の

姿
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
校
歌
は
、
作
詞
を
松
江

工
業
高
等
専
門
学
校
の
山
根
繁
樹

先
生
に
、
作
曲
を
島
根
大
学
教
育

学
部
の
河
添
達
也
先
生
に
依
頼
し

て
い
ま
し
た
が
、
３
月
下
旬
に
完

成
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま

す
。な

お
、
こ
の
校
歌
は
、
雲
南
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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雲
南
市
立
掛
合
小
学
校
校
歌

作
詞

山
根
繁
樹

作
曲

河
添
達
也

一

坂
道

さ
か
み
ち

を
の
ぼ
れ
ば

ま
っ
す
ぐ
に

空そ
ら

に
伸の

び
る
樹き

み
あ
げ
れ
ば

雲く
も

は
す
ぐ
そ
こ

緑み
ど
りに
抱だ

か
れ
た

こ
の
里さ
と

で

樹き

の

樹き

の
よ
う
に

世せ

界か
い

を
呼
吸
こ
き
ゅ
う

す
る

わ
た
し
た
ち

微ほ
ほ

笑え

み
あ
え
る

そ
れ
が

そ
れ
が
よ
ろ
こ
び

二

山
脈
や
ま
な
み

は
は
る
か
に

ど
こ
ま
で
も

空そ
ら

わ
た
る
風か
せ

み
お
ろ
せ
ば

川か
わ

面も

は
光ひ
か

る

水み
ず

清き
よ

ら
か
な

こ
の
里さ
と

で

風か
ぜ

風か
ぜ

わ
た
る

世せ

界か
い

と
と
も
に
あ
る

わ
た
し
た
ち

手て

を
と
り
あ
っ
て

明
日
あ

す

を

明
日
あ

す

を
夢ゆ
め

み
る

� � �

私たちは､ 雲南市のまちづくりを応援しています｡
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K
L
M
N
O

平
成
19
年
度
は
次
の
方
法
で
募

集
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

発
電
装
置
１
kw
あ
た
り
３
万
円
・

上
限
３
kw
ま
で
の
補
助
が
で
き
ま

す
。

(

三
洋
電
機
㈱
の
製
品
に
つ
い
て

は
、
発
電
装
置
１
kw
あ
た
り
３
万

円
・
上
限
３
kw
ま
で
の
上
乗
せ
補

助
が
で
き
ま
す
。)

P
Q
R平

成
19
度
予
算
２
４
０
万
円

S
T
U
V
W

平
成
19
年
５
月
１
日

(

火)

〜

平
成
19
年
６
月
15
日(

金)
X
T
U
Y
Z

②
の
申
込
期
間
中
に
受
付
を
行

な
い
、
申
込
者
多
数
で
予
算
額
を

超
え
た
場
合
、
消
印
日
ま
で
の
申

込
者
で
抽
選
を
行
い
、
最
終
的
な

補
助
金
交
付
対
象
者
を
決
定
す
る
。

[
T
U
\
]

平
成
19
年
度
中
に
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム

(

住
宅
屋
根
等

へ
の
設
置
に
適
し
た
、
低
圧
配
電

線
と
逆
潮
流
有
り
で
連
系
し
て
い

る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム)

を
設

置
す
る
者
で
、
か
つ
、
電
力
会
社

と
受
給
契
約
を
行
な
う
者
と
す
る
。

^
_
 
`

�
申
込
用
紙
は
、
市
民
部
環
境
対

策
課
ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
自

治
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

�
抽
選
を
行
な
う
場
合
は
、
申
込

者
に
別
途
通
知
す
る
。

�
抽
選
後
、
補
助
金
交
付
決
定
者

は
、
改
め
て
補
助
金
交
付
申
請
の

手
続
き
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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定
住
推
進
員
は
雲
南
市
に
住
ん

で
み
た
い
方
、
雲
南
市
内
で
住
居

を
探
し
て
お
ら
れ
る
方
な
ど
へ
の

相
談
業
務
を
行
い
、
よ
り
よ
い
定

住
の
仕
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
本
庁
地
域
振
興
課
と

大
東
総
合
セ
ン
タ
ー
に
１
名
ず
つ

配
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
19

年
４
月
か
ら
本
庁
地
域
振
興
課
で

２
名
体
制
に
よ
り
相
談
業
務
を
行

い
ま
す
の
で
、引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

c
B
d
>
�
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gh i

j (
�k l

(

木
次
町
在
住)

定
住
推
進
員
に
な
り
、
２
年
が
経

ち
ま
し
た
。
雲
南
市
の
魅
力
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

m n

o p
qj
r

(
�
s
t

(

大
東
町
在
住)

大
東
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
本
庁
地

域
振
興
課
に
異
動
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

u
v
w
&
�

�	


�
�


���
	
�
�

平
成
17
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
地
域
要
望
の
取
り
扱
い
を
次

の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
す
。
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要 望 事 項 新規要望
���
���������������� !"#
��$%&

提 出 期 限 原則７月末 (平成18年度は６月末) '�

回 答 期 限

要領では規定せず
(平成18年度は10月末)
※ただし､ 早急に対応できるものについて
は速やかに対応する
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地 域 委 員 会 要望事項について諮問意見を附すことも可 >�
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※

提
出
団
体
は
、
自
治
会
・
地
域
自
主

組
織
・
公
民
館
単
位
・
小
学
校
区
の
ま

ま
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※

要
望
書
の
様
式
は
総
合
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
。ま
た
、雲
南
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

私たちは､ 雲南市のまちづくりを応援しています｡


